
2023年３月発行

国際アカデミー日本語学院 取手校

NEWSLETTER

先月ご依頼しました「入国予定アンケート」にご協力

いただき誠にありがとうございました。入学予定者数の

把握ができましたので、万全のサポートでお受入れで

きるよう準備を進めています。

現在は長年利用した寮を優先に６つの寮をリフォー

ムしています。壁紙、フローリング、キッチン、洗面所、

エアコン、ベッドなどの交換、シャワーの増設などなど、4

月までに間に合うように進めています。また、新しい教

室の準備も進んでいます。

アンケートのご協力ありがとうございました

3月3日は桃の節句「ひな祭り」。当日は学生にひ

な祭りとは何か、ひな人形を飾ること、ひな祭りの食事

のこと、歌「うれしいひなまつり」などを紹介しました。

ひな祭りを感じてもらうために、みんなで「あかりをつ

けましょぼんぼりに～♪」と歌を歌ったり、折り紙でひな

祭りの飾りを作ったりして楽しみました。当学院からは

全員にひなあられをプレゼントしました。

当学院では、日本の文化を知るだけでなく、「体験」

してもらえるように、季節行事を行っています。

日本での生活がスムーズに行え

るように、オリエンテーションを実施

しています。学校・寮・生活に関す

るルールを具体例を交えながら説明

しています。特に掃除、ゴミの分別、生活マナーについ

ては口を酸っぱくして伝えています。

最近のトラブルとして、他人の敷地内にある車に腰

かけて写真撮影をしたことで、所有者からクレームを受

けてしまいました。Facebookにアップすることが目的

だったようです。新たなトラブルのたびに、オリエンテー

ション資料はアップデートしています。

時には外国人だからという理由で理不尽なクレーム

もあります。今後も外国人が増える日本において、お

互いの文化を理解しながら共生できる社会となれるこ

とを祈るばかりです。

3月の行事「ひな祭り」 生活オリエンテーション
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介護実習は自分のためと親のため
目標はN2合格と介護福祉士の取得！

●介護に興味をもったきっかけは何ですか？

高校の授業で介護について学んだことがきっかけで興味を持ちました。介護は

仕事だけでなく、将来親の介護が必要になった時にも役に立つと思っています。

●日本での生活は慣れましたか？

だいぶ慣れてきました。ただ買い物が大変です。私はイスラム教ですが、日本は

商品にハラルマークが付いていないため成分表を毎回チェックするのと、難しい

漢字で書かれているため、自分で調べたり、お店の人に聞いたりして時間がか

かります。でも日本語の勉強になっています！

●国際アカデミーの授業はどうですか？

先生は優しいです。授業はわかりやすくて面白いです。間違ったときは厳しく教えてくれます。他の国からのクラス

メイトとも出会えて、様々な文化に触れることができ、介護や日本語以外のこともたくさん学ぶことができています。

●これから頑張りたいことはありますか？

目標が２つあります。１つは介護福祉士の資格を取ることで、もう１つは1年以内にN2に合格することです！

●介護施設での実習は楽しみですか？

日本で働くことも介護をすることも全て初めてなので不安はありますが、不安なことはあまり話さないようにしてい

ます。それよりも楽しいことを考えるようにしています。介護施設のスタッフや先輩から、利用者様と話をするのは

楽しいよとか、利用者様が親しみやすいよと聞いているので、利用者様に会うのがとても楽しみです。

●日本でやってみたいことはありますか？

日本の四季を感じたいと思っています。特に春の桜、夏の花火やお祭り、秋の紅葉、冬の雪を見たいです。

他にも温泉に行ったり、着物を着たりしたいです！

「人の介護をする」ことに真剣に向き合う生徒たち
そんな彼らに深く感銘を受けています

生徒たちは家族や友人と離れ、文化や生活習慣、考え方の違いに戸感いを感じることが多々あるかと思います。

「人の介護をする」ということは、「人」と「人」の繋がりをより強く求められる非常に難しい行為・行動です。その介護に

取り組もうとする彼らの姿勢や、より多くのことを習得し介護職に活かそうという強い意志には深く感銘を受けておりま

す。その意志は、彼らの日本語能力の高さに表れているかと思います。

講習初期においては、自国語ではなく「日本語」で発言することに対し、多少の戸

惑いがあるかと思いますが、彼らは自己管理をしながら、笑顔を絶やさず目を輝かせ

ながら「ことば」を発してくれます。これは、講師の言葉をしっかりと受け止めて、これから

「他国(日本)で社会人になる」ということを真剣に考えているからではないでしょうか。

そんな彼らの強い意志や、人への共感的な感情を大切にしようとする心構え、そして

自分自身を大切にすることへの取り組みを感じることができます。

介護導入講習を担当させていただくという貴重な時間を頂いていることに対し、また、生徒たちの真剣な姿勢に対し

て、私自身改めて「介護とは」と自問自答することがあり、そんな自分の姿に驚愕することすらあります。このことを今後

も心に刻み、介護講習の講師としてしっかりと臨みたいと考えております。

担当講師からのコメント

介護導入講習のご紹介

生徒からのコメント


